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ピースボートVoyage120「ヒバクシャ地球一周　証言の航海」ヒバクシャ地球一周　証言の航海」地球一周　証言の航海」の航海」航海」」
～改めて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～めて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～の航海」声に耳を傾け、記憶をつなぐ～に耳を傾け、記憶をつなぐ～耳を傾け、記憶をつなぐ～を傾け、記憶をつなぐ～傾け、記憶をつなぐ～け、記憶をつなぐ～記憶をつなぐ～を傾け、記憶をつなぐ～つなぐ～

プロジェクト概要

●概　要　　　　　
　ＮＧＯピースボートは、被爆国・日本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をピースボートは、記憶をつなぐ～被爆国・日本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をを傾け、記憶をつなぐ～本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をとする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をＮＧＯピースボートは、被爆国・日本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をとして被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～、記憶をつなぐ～核兵器の非人道性をの航海」非人道性をを傾け、記憶をつなぐ～
世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周に耳を傾け、記憶をつなぐ～訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周える国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をことが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周えて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～います。２００８年より「ヒバクシャ地球一周年より「ヒバクシャ地球一周　証言の航海」ヒバクシャ地球一周　証言の航海」地球一周
証言の航海」の航海」航海」」を傾け、記憶をつなぐ～行い、これまでに１７０名以上の被爆者とともに地球を周りながら、「核なきい、記憶をつなぐ～これまでに耳を傾け、記憶をつなぐ～１７０名以上の被爆者とともに地球を周りながら、「核なきの航海」被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～とともに耳を傾け、記憶をつなぐ～地球を傾け、記憶をつなぐ～周りなが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周ら、記憶をつなぐ～「ヒバクシャ地球一周　証言の航海」核なき
世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周」への航海」国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を世論を高めてきました。を傾け、記憶をつなぐ～高めてきました。めて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～きました。
　今回の航海では、被爆者２名（広島での被爆者１名、長崎での被爆者１名）が世界１８カ国の航海」航海」では、記憶をつなぐ～被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～２名（広島での被爆者１名、長崎での被爆者１名）が世界１８カ国での航海」被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～１名、記憶をつなぐ～長崎での被爆者１名）が世界１８カ国での航海」被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～１名）が世界１８カ国が世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周１８年より「ヒバクシャ地球一周カ国国
２１寄港地を傾け、記憶をつなぐ～訪れます。２０１７年のノーベル平和賞受賞団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャれます。２０１７年の航海」ノーベル平和賞受賞団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャ平和賞受賞団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャＩＣＡＮ（核兵器の非人道性を廃絶国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をキャ地球一周　証言の航海」
ンペーン）が世界１８カ国の航海」世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周中のパートナー団体とも協力して、世代と国境のボーダーを越えた継承とアの航海」パートナー団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャとも協力して、世代と国境のボーダーを越えた継承とアして被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～、記憶をつなぐ～世代と国境のボーダーを越えた継承とアと国境のボーダーを越えた継承とアの航海」ボーダーを傾け、記憶をつなぐ～越えた継承とアえた継承とアとア
クションに耳を傾け、記憶をつなぐ～繋げます。げます。
　これらの航海」参加者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～は、記憶をつなぐ～日本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を政府の「非核特使」として活動します。の航海」「ヒバクシャ地球一周　証言の航海」非核特使」として被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～活動します。します。

●趣　旨
　戦後８年より「ヒバクシャ地球一周０年を傾け、記憶をつなぐ～迎える２０２５年、改めてヒバクシャの声に耳を傾け、国境や世代を越え、戦える国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を２０２５年、記憶をつなぐ～改めて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～めて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～ヒバクシャ地球一周　証言の航海」の航海」声に耳を傾け、記憶をつなぐ～に耳を傾け、記憶をつなぐ～耳を傾け、記憶をつなぐ～を傾け、記憶をつなぐ～傾け、記憶をつなぐ～け、記憶をつなぐ～国境のボーダーを越えた継承とアや世代を越え、戦世代と国境のボーダーを越えた継承とアを傾け、記憶をつなぐ～越えた継承とアえ、記憶をつなぐ～戦
争を知る世界中の人たちと繋がり、過去の記憶をつなぎ未来の平和を訴えます。を傾け、記憶をつなぐ～知る世界中の人たちと繋がり、過去の記憶をつなぎ未来の平和を訴えます。る国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周中のパートナー団体とも協力して、世代と国境のボーダーを越えた継承とアの航海」人たちと繋げます。が世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周り、記憶をつなぐ～過去の記憶をつなぎ未来の平和を訴えます。の航海」記憶をつなぐ～を傾け、記憶をつなぐ～つなぎ未来の平和を訴えます。未来の平和を訴えます。の航海」平和を傾け、記憶をつなぐ～訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周えます。 　
　２０２４年、記憶をつなぐ～核兵器の非人道性をの航海」ない世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周を傾け、記憶をつなぐ～目指す草の根からの運動と被爆体験の証言によって核兵器す草の根からの運動と被爆体験の証言によって核兵器の航海」根からの運動と被爆体験の証言によって核兵器からの航海」運動します。と被爆体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャ験の証言によって核兵器の航海」証言の航海」に耳を傾け、記憶をつなぐ～よって被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～核兵器の非人道性を
使用の手を抑えてきた並々ならぬ努力が評価され、日本原水爆被害者協議団体（日本被団協）の航海」手を抑えてきた並々ならぬ努力が評価され、日本原水爆被害者協議団体（日本被団協）を傾け、記憶をつなぐ～抑えてきた並々ならぬ努力が評価され、日本原水爆被害者協議団体（日本被団協）えて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～きた並々ならぬ努力が評価され、日本原水爆被害者協議団体（日本被団協）ならぬ努力が評価され、日本原水爆被害者協議団体（日本被団協）努力して、世代と国境のボーダーを越えた継承とアが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周評価され、日本原水爆被害者協議団体（日本被団協）され、記憶をつなぐ～日本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を原水爆被害者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～協議団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャ（日本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を被団協）が世界１８カ国
が世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周ノーベル平和賞受賞団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャ平和賞を傾け、記憶をつなぐ～受賞しました。この航海」受賞を傾け、記憶をつなぐ～きっかけに耳を傾け、記憶をつなぐ～、記憶をつなぐ～被爆の航海」実相を世界の多くの人が直を傾け、記憶をつなぐ～世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周の航海」多くの人が直くの航海」人が世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周直
接聞き、核兵器と人類が共存できないという国際的な世論を高める大きな機運となるでしょうき、記憶をつなぐ～核兵器の非人道性をと人類が共存できないという国際的な世論を高める大きな機運となるでしょうが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周共存できないという国際的な世論を高める大きな機運となるでしょうできないという国際的な世論を高める大きな機運となるでしょう国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周な世論を高めてきました。を傾け、記憶をつなぐ～高めてきました。める国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を大きな機運となるでしょうきな機運となる国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性をでしょう国際的な世論を高める大きな機運となるでしょう。
そして被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～、記憶をつなぐ～被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～や世代を越え、戦世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周の航海」核実験の証言によって核兵器被害者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～の航海」経験の証言によって核兵器を傾け、記憶をつなぐ～中のパートナー団体とも協力して、世代と国境のボーダーを越えた継承とア心にして、核兵器禁止条約の世界的な支持もに耳を傾け、記憶をつなぐ～して被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～、記憶をつなぐ～核兵器の非人道性を禁止条約の世界的な支持もの航海」世界に訴えることが世界的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周的な使命だと考えています。２００８年より「ヒバクシャ地球一周な支持もも
広げて被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～ゆかなければなりません。 　

●期　間
２０２５年４月２３日（水）が世界１８カ国～２０２５年８年より「ヒバクシャ地球一周月７日（木）が世界１８カ国　横浜発着　計１０７日間
（ピースボート・地球一周の航海」船旅　Voyage120）が世界１８カ国

●主催団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャ　　
ピースボート

●参加被爆者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～　　　
伊藤正雄（広島での被爆者１名、長崎での被爆者１名）が世界１８カ国被爆）が世界１８カ国　
倉守照美（長崎での被爆者１名）が世界１８カ国被爆）が世界１８カ国

       福島での被爆者１名、長崎での被爆者１名）が世界１８カ国富子（長崎での被爆者１名）が世界１８カ国被爆／横浜からシンガポール平和賞受賞団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャ）が世界１８カ国
メアリー・ディクソン（ベル平和賞受賞団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャゲンからニューヨーク）が世界１８カ国
渡辺淳子（広島での被爆者１名、長崎での被爆者１名）が世界１８カ国被爆／ニューヨークからプンタレナス）が世界１８カ国

●後　援　　　　
広島での被爆者１名、長崎での被爆者１名）が世界１８カ国市　／　長崎での被爆者１名）が世界１８カ国市　／　平和首長会議 　／　日本を本拠とする国際ＮＧＯとして、核兵器の非人道性を原水爆被害者の声に耳を傾け、記憶をつなぐ～団体ＩＣＡＮ（核兵器廃絶国際キャ協議会　　
公益財団法人広島での被爆者１名、長崎での被爆者１名）が世界１８カ国平和文化センター　／　公益財団法人長崎平和推進協会センター　／　公益財団法人長崎での被爆者１名）が世界１８カ国平和推進協会


